
　下の写真の木柱や円盤状木製品は、平成16
年度の調査で発見されたものです。
　木柱は、銚子塚古墳後円部の墳丘裾に垂直
に埋められていました。4世紀後半の古墳の裾
から、このような立柱が発見されたのは、全国
的にも例がないものとして注目されています。
　また、木柱の周辺から円盤状木製品（えんば
んじょうもくせいひん）などが出土しました。これ
らは、マツリに使われたと思われるものです。東
日本では唯一な例です。

木製品組み合わせ想定図円盤状木製品の出土状況 木柱出土状況

木柱の大きさは直径20ｃｍ、長さ約90ｃｍで、材質はスギで、
もともとは上に2～3ｍ程のびていたと思われます。よく観察する
と手斧（ちょうな）で丁寧に円柱状に加工されています。

甲府市（旧中道町下曽根）の甲斐風土記の丘・
曽根丘陵公園内にある4世紀後半（古墳時代前
期）の前方後円墳。

木柱・円盤状木製品出土地点

全長169ｍ、後円部の高さ15ｍ。
東日本最大級の大きさの前方後円墳。

山梨県埋蔵文化財センターのＨＰにも情報を掲載しています！
http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/maizou-bnk/index.html



  私は、女夫石遺跡でバラバラなってしまった
土偶です。でも、発掘調査で、久しぶりに元の
形に戻ることができました！
  なんで、私はバラバラになってしまったので
しょうね？

  私を作った女夫石縄文人は女夫石遺跡でどんな
生活をしていたのでしょうね？

  今年は、日本全国を旅してきます。いろいろな
人たちに出会うのが楽しみです！

  みんなも、是非、私に会いに来てくださいね！
一年間も会えないとさびしいもん！

みんなで、体験発掘や見学会
に参加した女夫石遺跡で発見
された土偶や石棒が全国の博
物館で展示れるんだってさ！
見に行こうよ！

あの、大きな岩の周りから出てき
た土偶や石棒が、どんな風に展示
されているのか楽しみだね！
他にも全国のいろいろな時代の発
掘品が展示されるんだってさ！

女夫石遺跡や「発掘された日本列島2007」について韮崎市のホームページで紹介中！
（http://www.city.nirasaki.lg.jp/manabu/bunka/）

山梨からは、東京都江
戸東京博物館や長野県
立歴史館が近いから、
その時に見に行くのが
いいかもね！

発掘された日本列島2007公式HP　http://www.museum.or.jp/kouko2007/
■東京都江戸東京博物館
　H19年６月５日(火)～７月15日(日)東京都墨田区横網1-4-1（JR総武線 両国駅西口下車 徒歩3分）

■長野県立歴史館
　H19年９月１日(土)～９月30日(日)長野県千曲市屋代260-6（長野自動車道更埴I.Cから車5分）


